
○　本校の概要 令和8年5月1日

 

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６
０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。 B

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高
まっている」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高
まっている」と回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回
答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答し
た。

２：60％以上80％未満の教員が回答し
た。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。
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令和8年度　大田区立池上第二小学校　自己評価　報告書

                                           ●児童数48０名　　学級数２０（第１学年２クラス、２〜６学年３クラス及び特別支援学級3クラス）　　教職員２8名
                                           ●大田区の中央に位置し、住宅の多い落ち着いた環境の中にある。親子３世代が池二小出身という児童が他校に比べて多く、地域に根差し、地域に温かく見守られてきた歴史と伝統がある。
                                           ●市野倉南町会、堤方東町会、中央八丁目町会の３町会との関わりが深く、ＰＴＡやおやじの会、保護者や地域の方による読み聞かせや図書のボランティア活動が活発である。
                                           ●3年前にコミュニティ・スクールを立ち上げ、「地域の中の学校」として、保護者や地域に信頼される学校を目指している。
                                           ●学校経営の重点に【協育】「安心・安全で楽しい学校」を皆で創造」を掲げ、地域・家庭・学校が共に協力し、笑顔とあたたかさあふれる未来を創り出す人財（児童）の育成に努めている。
　                                    　　★池二小の目指す児童像を「いっしょに学ぶ　池二の子」「けんこうな心と体　池二の子」「にこにこあいさつ　池二の子」の合言葉として、「知」「徳」「体」のバランスのとれた児童の成長を促している。
　         　　　　　　　　　　　　　　★今年度の校内研究では、区の独自教科「おおたの未来づくり」の実施にあたり、「地域の創生」と「ものづくり」に焦点をあて、下学年での素地づくりや教材開発、地域との連携を推進していく。
　　　　　　                                 また、今までの校内研究で培ってきた授業のユニバーサルデザイン化や読書活動・家庭学習の取組を継続し、「基礎・基本を身に付け、主体的に学習に取り組む児童の育成」を推進している。

大項目 方向性 取組内容 取組指標
取
組
評

目標に対する成果指標 成果評
価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

個

別

目

標
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社
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生

き

る

力

を

育

成

し

ま

す

社会の様々な
課題を自分事
として捉え、主
体的に考え、
他者と協働し、
問題解決して
いく意欲や、予
測困難な未来
社会を切り拓
いていくため
に重要な創造
力や課題解決
力、情報活用
能力を育成し
ます。

①STEAM教育等の教科等横断的な
学びや科学教育を推進し、課題解決
力や新たな価値を創造する力の育成
を図っている。

4

【児童】
➊大田区調査

「コンピューターやイン
ターネットを活用して
情報収集し、自分の考
えをまとめたり発表し
たりすることができ
る」
で肯定的回答をした６
年生の割合

➋学校生活アンケート

「出された問題を自分
で考え解決したいと
思う」

「友達と話し合って自
分の考えを深めたり
広げたりしている」
で肯定的回答をした
割合

【保護者】
➌教育活動に関するア

ンケート[家庭では
「SNS池上第二小学
校のルールを守って、
タブレットやSNSを使
用している」で肯定的
回答をした割合

②学校内外での様々な体験活動や
自己評価する習慣づくりを推進し、
自ら考え判断する力や、他者と協働
していく力の育成を図っている。

4

③情報技術を適切に活用した授業の
実施を通して、情報活用能力の育成
を図っている。 4
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英語での実践
的なコミュニ
ケーション能
力を高めると
ともに、我が
国や郷土の伝
統文化に触
れ、尊重する
心や、協力して
いく態度を育
成します。ま
た、国際社会・
地域社会に関
心をもち、持
続可能な社会
を形成してい
く態度を形成
します。

①外国語教育指導員の活用などによ
り、英語に慣れ親しみながら会話を
する機会を増やし、英語力やコミュニ
ケーション能力の向上、豊かな国際
感覚の育成を図っている。

4

【児童】

➊全国学力学習状
況調査
「英語の勉強は好
き」

「英語の勉強は大切
だと思う」

で肯定的回答をし
た６年生の割合

➋学校生活アンケー
ト
「将来、積極的に英
語を使うような生
活をしたり職業に
ついたりしたいと
思う(３～６年生)」
で肯定的回答をし
た割合

【保護者】

➌教育活動に関す
るアンケート
「学校は、地域の活
動や行事に協力し
たり、地域の特色を
生かした教育活動
を行ったりしてい
る」
で肯定的回答をし
た割合

③現代社会における地球規模の課題
を自分事として捉え、その解決に向
けて考え、行動する力の育成を図っ
ている。 4

②我が国や郷土の伝統や文化の学
習、人権教育を推進し、自分とは異
なる文化や価値観をもつ相手を理解
し、互いに尊重し合う心の育成を
図っている。

4
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児童・生徒が
豊かな人生を
生きていく上
で基礎となる
力として、豊か
な心や確かな
学力、健やか
な体を育成し
ます。また、乳
幼児期から中
学校までの一
貫性のある教
育を推進しま
す。

①道徳科を中心とした各教科等での
学習などを通じて継続的に道徳教育
を実施し、豊かな情操や道徳心の育
成を図っている。 4 【児童】

➊学校生活アンケー
ト
「先生はあなたのよ
いところをほめてく
れる」

「あなたには、よい
ところがある」

「運動をたくさんし
たいと思う」
で肯定的回答をし
た割合

【保護者】

➋教育活動に関す
るアンケート
「我が子は、友達と
関わったり、本を読
んだりすることを通
して心豊かに成長し
ている」

「我が子は、宿題な
どの家庭学習に取
り組んでいる」

「我が子は『早寝早
起き朝ごはん旬間』
などを活用して健
康増進に取り組ん
でいる」
で肯定的回答をし
た割合

③体育や保健体育の授業など様々
な機会を通して、健康教育や食育を
推進し、基本的な生活習慣の確立を
図っている。 4

４：

全
て
80
%
以
上

②学習習熟度に応じた指導や個に応
じた学習支援、各種検定の実施を通
して、すべてのこどもに確かな学力
の育成を図っている。 3

３：

全
て
70
%
以
上

④乳幼児期から中学校まで円滑な接
続を行うため、保幼小の連携や小中
一貫の視点に立った教育を行ってい
る。

4

２：

全
て
60
%
以
上
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４

学

校

力

・

教

師

力

を

向

上

さ

せ

ま

す

校内研究等の
OJTの充実を
通して、教師の
授業力を向上
させます。ま
た、質の高い
教育を実現す
るため、学校
の組織的な運
営力を向上し
ます。あわせ
て、教師がやり
がいをもって
働くことがで
きる魅力的な
環境づくりを
進めます。

　
【児童】
➊学校生活アン

ケート
「先生はあなたが
分かるまで教えて
くれる」
で肯定的回答をし
た割合

　
【保護者】
➋学校公開アン

ケート
「こども同士が話
し合う活動を通し
て、自分の考えを
深めたり広げたり
していたか」

 
「授業の目標がよ
くわかるもので
あった」
で肯定的回答をし
た割合

③教職員の業務適正化等に取り組
み、児童・生徒に教員が向き合う時
間を確保する等、ウェルビーイングを
高める取組を行っている。

4

4

①児童・生徒一人ひとりの可能性を
引き出す個別最適な学びと協働的な
学びの一体的な充実の視点による授
業改善を行っている。

②教職員がそれぞれの専門性を生
かしたり、地域の特色を生かしたりし
て教育活動を行っている。

２：
全
て
60
%
以
上
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困難のある児
童・生徒一人
ひとりの状況
にあわせて教
育環境を整え
るとともに、相
談機能の充実
を図ることで、
すべての児童・
生徒が自分ら
しくいきいき
と生きるため
の学びを支援
します。

①インクルーシブ教育システムの構
築に向けて、教員の資質・能力の向
上や校内における支援体制の充実、
特別支援教室巡回指導教員との連
携等を行っている。

4

【児童】
➊学校生活アン

ケート
「学校は楽しい」

「学校には困った
ときに相談できる
大人がいる」
で肯定的回答をし
た割合

【保護者】
➋教育活動に関す

るアンケート
「我が子は、楽しく
学校に通ってい
る」

「学校は、こどもの
様子や保護者から
の相談を受け止
めて対応してい
る」
で肯定的回答をし
た割合

③スクールカウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーとの連携等、児
童・生徒・保護者が相談しやすい環境
を整備し、一人ひとりの能力や可能
性を最大限に伸ばすことを意図した
指導や支援を行っている。

4

４：

90
%
以
上

②学校いじめ防止基本方針に沿っ
て、いじめの未然防止、早期発見、早
期対応等のための組織的な対応を
実施している。

4

３：
80
%
以
上
90
%
未
満

２：
70
%
以
上
80
%
未
満

１：
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学校施設につ
いて、ICT環
境等の教育環
境の整備を推
進するととも
に、児童・生徒
の安全・安心
を向上させる
ための教育を
推進します。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・
安全な学校生活づくりを踏まえて、
学習環境を整備している。 4

【保護者】
●教育活動に関す
るアンケート
「学校は施設整備
や熱中症予防対
応などに努め、こ
どもが安全に生活
できる環境づくり
をしている」
で肯定的回答をし
た割合

４：
90
%
以
上

②避難訓練や安全指導日などを通し
て、危険や災害に対する教育を関係
機関と連携しながら進めている。 4

３：
80
%
以
上
90
%
２：
70
%
以
上
80
%

１：
70
%
未
満

Ｄ

２：
70
%
以
上
80
%
未
満

１：

70
%
未
満

個

別

目

標

７

学

校

・

家

庭

・

地

域

の

連

携

・

協

働

に

よ

る

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

核

と

し

て

の

学

校

を

つ

く

り

ま

す

地域コミュニ
ティの核とし
ての学校づく
りや地域の特
色を生かした
学校づくりを
進めるととも
に、学校・家
庭・地域が連
携・協働して、
地域社会全体
でこどもたち
を育成します。

①「地域コミュニティの核としての学
校づくり」を目指して地域と学校が
連携・協働した様々な活動を実施し
ている。 4

【児童】
➊学校生活アン
ケート
「地域の人に挨拶
をしている」

「地域や社会をよ
くするために、み
んなで使う公園な
どを誰もが気持ち
よくなるように
使っている（４〜６
年生）」
で肯定的回答をし
た割合

【保護者】
➋教育活動に関す

るアンケート
「家庭では、挨拶
などの基本的な
生活習慣やマナー
について躾をして
いる」
「家庭では、学校
行事や地域行事に
積極的に参加して
いる」
で肯定的回答をし
た割合

③家庭教育に関する情報の発信や
PTAなどと連携した講演会・学習
会、またはその双方を実施している。 4

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

４：

90
%
以
上

②登下校の見守り活動等の、児童・
生徒の健全育成や安全指導に係る取
組を地域の協力により実施してい
る。 4

３：
80
%
以
上
90
%
未
満


